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前
日
の
訓
日
、
山
梨
県
の
吉
に
宿
泊
。
１
日
午
前
２
時
半
、

田
口
登
山
道
５
合
目
か
ら
入
山
暗
闇
の
中
を
出
発
し
、
午
前
４

し
た
２
人
は
８
合
目
の
山
小
屋
時
弱
分
頃
に
登
頂
を
果
た
し

世
界
文
化
遣
産
登
録
後
、
初
の
山
開
き
を
迎
え
た
富
士

§
め

山
。
東
京
都
小
平
市
の
村
山
元
さ
ん
（
昭
）
と
妻
の
香
代

子
さ
ん
（
Ⅶ
）
は
今
年
も
一
緒
に
登
り
、
山
頂
で
そ
ろ
っ
て

ご
来
光
を
拝
ん
だ
。
元
さ
ん
の
誕
生
日
で
あ
る
１
日
の
登

頂
を
目
指
し
、
二
人
三
脚
の
富
士
登
山
を
毎
年
続
け
て
叫

回
目
。
結
婚
妃
年
目
の
お
し
ど
り
夫
婦
は
「
健
康
を
保
つ

き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
富
士
山
に
感
謝
し
た
い
」
と

語
り
、
麓
へ
と
向
か
っ
た
。
八
関
連
記
事
１
面
Ｖ

た
こ
と
で
、
今
年
は
い
つ
も
よ

り
山
頂
の
人
出
が
多
い
と
感
じ

た
。
た
だ
、
元
さ
ん
は
「
自
分

た
ち
に
と
っ
て
、
富
士
山
の
魅

力
は
登
録
前
と
何
も
変
わ
ら
な

い
。
来
年
も
ま
た
来
た
い
と
思

っ
た
」
と
話
し
た
。

夫
婦
は
下
山
後
、
い
つ
も
の
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富士山に登る村山元さん、香代子さん夫

妻o夫の元さん（左）が後方を歩き、妻

を見守る（6月30日、山梨県童十吉FFi市

の吉田口登山道で）＝富田大介撮影

喝
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年三

、
応
一
皿

１
ｉ
肌
、

幸夢電一

ﾛ翌遇害公串ルー畔

ラ

夫の誕生圏に毎年｢健康のバロメーター」

蚕三菱
「
’

た
。
雲
の
切
れ
間
か
ら
太
陽
の

光
を
見
た
２
人
は
「
今
年
は
い

つ
も
の
丸
い
太
陽
と
は
違
っ
た

ね
」
と
語
り
な
が
ら
も
、
笑
顔

を
交
わ
し
た
。

夫
婦
の
富
士
登
山
は
、
元
さ

ん
が
一
線
を
退
い
た
砺
歳
の
誕

生
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
以
来
、

元
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

週
３
回
汗
を
流
し
、
香
代
子
さ

ん
も
東
京
都
の
高
尾
山
に
毎
月

登
っ
た
り
、
自
宅
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
マ
シ
ン
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
た
り
し
て
い
る
。
「
富
士
登

山
は
２
人
の
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
と
元
さ
ん
は
話
す
。

ゆ
っ
く
り
登
る
香
代
子
さ
ん

を
、
元
さ
ん
が
後
ろ
か
ら
見
守

る
の
が
２
人
の
富
士
登
山
ス
タ

イ
ル
だ
。
元
さ
ん
は
毎
回
登
頂

し
て
い
る
が
、
香
代
子
さ
ん
は

半
数
程
度
。
成
功
し
な
か
っ
た

場
合
は
山
小
屋
で
元
さ
ん
を
待

ち
、
２
人
で
下
山
す
る
。

元
さ
ん
が
最
も
美
し
い
と
感

じ
た
の
は
、
２
０
０
４
年
に
本

８
合
目
の
山
小
屋
か
ら
２
人
で

拝
ん
だ
ご
来
光
。
太
陽
が
き
れ

い
な
円
を
描
き
、
空
が
赤
と
オ

レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
た
。
そ
の

光
景
は
携
帯
電
話
の
待
ち
受
け

画
面
に
し
て
い
る
。

世
界
文
化
遣
産
に
登
録
さ
れ


